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事業計画書

地域市民協働委員会
委 員 長 神田　俊平
副 委 員 長 木村　恒平　　吉澤　裕太
運 営 幹 事 遠藤　憂子
会 計 幹 事 岡田　尚幸
書 記 幹 事 細谷　一樹
委 員 石島　英三　　城處　　満　　小林　良隆　　中村　　翔

西堀湧士郎　　白田　陽介　　松本　正志　　村木　幸一
吉田　廣裕

基 本 方 針 私たちは持続可能な都市の実現のために、市民や行政と連携をして
様々な運動で地域の発展に向き合ってきました。しかし、地域が直面
している多くの課題を解決していくには、市民一人ひとりの問題認識
と、より多くの市民を巻き込んだ行動が必要不可欠であると考えます。
住み続けられるまちのために、市民と今まで以上に連携を深める必要
があります。
地域社会の未来を見据え、現状の問題を私たちと市民が共に考え、

課題に向き合い解決策を導き出します。市民が主体的にまちづくりに
参画することにより地域への関心を高め、自分事と捉える意識を醸成
します。また、課題解決に向けて行動を起こすことで、地域の発展に
貢献し自己成長を図ります。メンバーは、市民との協働により自覚と
責任感を醸成するとともに、市民を牽引し自発的な人材を育みます。
より多くの市民を巻き込むために、地域が抱えている問題と、これま
での運動の成果を発信し、理解と共感を生み出し波及へと繋げます。
地域の課題解決に向けて能動的な市民が増えることで、次世代へと

繋がる持続性が高い地域が創出されます。また、市民と強固な連携を
深めた私たちは、運動の発信力と影響力を向上し、地域の未来を先導
する担い手として、組織の更なる飛躍を遂げます。

予算総額 900,000円

職　　務　　分　　掌 予　　　算
1 ．10月第 1 例会の企画・運営 700,000円

2 ．地域の発展に寄与する事業の企画・運営 200,000円

3 ．会員拡大活動の実施 0円

4 ．地域の魅力ある人材の情報提供 0円

5 ．出向支援に関する事項 0円

6 ．各種大会への参画ならびに協力 0円

7 ．JCI日本との連携 0円

8 ．行政・諸団体からの要請事項への対応 0円

9 ．OB・シニア会との連携 0円

10．第66回全国大会埼玉中央大会 5周年事業への参画・協力 0円

合　　　　　　　　　　計 900,000円

自立都市形成委員会
委 員 長 小越　信吾
副 委 員 長 栗原　啓太　　齋藤有友子
運 営 幹 事 佐藤　択磨
会 計 幹 事 葛谷　篤志
書 記 幹 事 伊藤　健善
委 員 伊勢田優樹　　岩﨑　　彩　　浦上　　聡　　新房　俊一　　

高橋　　剛　　保楊枝大輔　　森川　大輔　　山田　貴由

基 本 方 針 現代の社会課題は多岐に及び、地域の持続可能性を脅かす変化が起
こり始めています。変化に対応できる強靭な地域を築いていくために
は、地域において解決すべき課題を明らかにし、行政や諸団体、企業、
そして市民といった地域関係者が、情報共有・連携、技術開発等の各
分野で協力し、地域課題に取り組んでいく自立都市を形成していく必
要があります。
地域関係者と共に、まずは私たちの活動地域を取り巻く課題を理解
します。その解決に向け、あらゆる手段や制度を活用した都市形成を
模索することで、地域関係者に、自立都市の形成を通じて、地域課題
を解決していく共通認識を醸成します。また、自立都市形成のための
実行力を養うために、先進事例を持つ企業や諸団体の知見を共有しま
す。さらに、地域における自立都市形成の機運を高めるため、私たち
の活動地域が、広域連携の要であり、より広い範囲で社会課題の解決
に貢献していく役割を担っていることを発信します。
地域課題を解決していく自立都市の姿を共有することにより、地域
市民は未来に希望を持ち、行政や諸団体、企業の枠組を越えた取り組
みは、より活発になっていきます。公益社団法人埼玉中央青年会議所
はその連携の起点となり、メンバーは、地域への誇りと次代を担う責
任を認識し、地域の強靭化に貢献していきます。

予算総額  3,000,000円

職　　務　　分　　掌 予　　　算
1 ． 3 月第 1 例会の企画・運営 300,000円

2 ．地域の発展に寄与する事業の企画・運営 2,700,000円

3 ．会員拡大活動の実施 0円

4 ．地域の魅力ある人材の情報提供 0円

5 ．出向支援に関する事項 0円

6 ．各種大会への参画並びに協力 0円

7 ．JCI日本との連携 0円

8 ．行政・諸団体からの要請事項への対応 0円

9 ．OB・シニア会との連携 0円

10．第66回全国大会埼玉中央大会 5周年事業への参画・協力 0円

合 計 3,000,000円




